
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・音読や文字の読み書きに関してはおおむねできているが，個人差が大きい。文章を書くにあたって

は，「、」や「。」の意識があまりなく，書き忘れていることが多い。 

・文字を丁寧に書くことはできるが，時間がかかってしまっている。また，字形が整わないことがあ

る。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度は未就学児のため，記載なし。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・音読用のプリントを作成して，短い文を繰り返し読み，言葉のまとまりを意識して音読ができるよう

にしている。 

・平仮名の定着を図るために，授業の導入やベーシックタイム，宿題などで繰り返し復習を行ってい

る。 

・物語を繰り返し読んだり，動作化したりして物語の世界に入っていけるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①授業の導入やベーシックタイムで平仮名の復習を

行い，筆順や五十音の読み書きを定着させる。 

②挿絵から想像したり，動作化したりして，楽しみな

がら話の内容を理解できるようにしていく。また，

読み聞かせをするなどして多くの関連図書に触れ

られるようにしていく。 

＜検証方法＞ 

❶２学期末の期末テストや，小テストでの正答率 

 

❷物語文のまとめテストで，問われていることを理

解し，問いに合う答えを見付けて書くことができ

ているか。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・基本的な読み，書きについては概ね定着している。

一部漢字の書き順や，「とめ」「はね」「はらい」な

どの細かい部分は引き続き練習が必要。 

・物語や説明文の理解はよくできるようになった。

テストなどの問いに対しても，的確な答え方がで

きるようになっている。 

＜課題＞ 

・新出漢字練習や書写の時間以外でも，普段のノー

トやワークシートなどの文字をていねいに書く習

慣を付けていきたい。 

・図書の種類で，図鑑や文字の少ないものばかりを

読む傾向がある。文章の多い本や物語本などの本

にも親しめるようにしていきたい。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・２年生になると学習する漢字の量が２倍になるの

で，習得するための時間配分や練習量を児童の実

態に合わせて調整をする。 

・文章から読み取ったり，想像したりすることを習

慣付けする。ただ読む・聞くだけでなく，文章の大

切さについて伝える。 

・語彙力を増やし，自分の言葉で考えや気持ちを伝

えたり，表現したりできる力を付ける。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

自ら考え，言葉を大切に聞いたり伝えたりできる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・10 までのたし算・ひき算の計算問題はブロックや指を使い，何とか対応できているが計算ミスは多

い。 

・文章問題では，問われていることの意味を考えるのに時間がかかり，進まないことがある。また，個

人差が大きい。  

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・具体物を活用したり，ヒントとなる大切な言葉を見付けられるようにしたりしている。 

・既習事項を思い出させて，新しい学習につながっていることを理解させる。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① 文章から図にしたり，ヒントとなる言葉に印を付

けたりする。 

 

②タブレットを活用して繰り返し復習を行い，学習

の定着を図る。 

 

＜検証方法＞ 

❶２学期末の学期末テストで，自分で問題文章の問

われていることを理解し，問いに合った式や答え

が書くことができているか。 

❷２学期末の期末テストや，小テストでの正答率 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・問題文をしっかり読み，何が（を）どうしたか，を

考えて答えることができるようになった。 

・具体物を使わなくても，自分で書いたり，頭の中で

考えたりしても状況が分かるようになった。 

 

＜課題＞ 

・個々に得意不得意分野があり，すぐに理解できる

こともあれば，できないこともある。各単元の習熟

度に応じた個への対応はこれからも必要。 

・上の学年への興味から，学習していない計算方法

や数字を不適切に使おうとしてしまうことがあ

る。特に算数では，段階を踏んで指導していくこと

が大切である。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・学年，発達の段階に応じた学習内容の習熟を徹底

する。特に，筆算，かけ算九九といった新しい概念

は最初の手順や意味をしっかり理解することが必

須となる。機械的操作や暗記のみにならないよう

に算数本来の特性を生かして，「より早く」「より簡

単に」「より正確に」できる力を付けていきたい。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

問題の意図が分かり，適切に解決ができる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 生活科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・気候などの関係上，四季に合わせて学習を実施することが困難であり，教科書や映像等での学習にな

ってしまう。 

・草花や昆虫の採取，生き物を育てるなどの制限が多い。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・様々な植物の種を観察したり，実際に育てたりして，自然に触れる場を増やしている。 

・写真や動画を見たり，自分でも撮影したりしながら，四季を感じられるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① タブレットＰＣを使い，記録写真を撮って経緯

を残したり，参考映像を見たりする。 

 

 

 

＜検証方法＞ 

❶目的に合ったものを見付けて，写真に撮れている

か。植物が成長していく経緯が分かるか。 

 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・様々な場面で記録写真を撮ったり，見直して比べ

たりすることができるようになった。 

・その場でじっくり観察できないことが，写真や映

像で補うことができた。 

 

＜課題＞ 

・小笠原の気候の影響もあり，自然の中で四季を感

じることが難しい。教科書の例や映像での学習と

なることが多かった。また，一般的な花や虫なども

見たことがなかったり，知らなかったりすること

もあり，図鑑などで知識を得ることになってしま

った。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・できるだけ実際に自然や地域に関わるように体験

をさせてあげたい。難しいところは，ＩＣＴ機器を

活用し疑似体験をするなど，活動内容を工夫する。 

・小笠原学習として，アオウミガメの生態や保護に

ついて学ぶ。父島海洋センターと連携して，どのよ

うに進めていくかをしっかり検討して，充実した

ものにしていく。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

自然や地域と親しみ，大切にできる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・歌唱や体を使った表現に対して抵抗感がある。 

・「学習のめあて」へのイメージがもてず，楽しむことに終始しようとすることがある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・帯活動として，リズムに合わせて楽器を自由に触れる時間を設定し，楽器の扱い方や音の出し方，鳴

り方を体験的に理解できるようにする。 

・歌唱や器楽の演奏は，範唱や範奏を何度も繰り返し，自然と覚えられるようにする。 

・児童の興味関心に合わせてレパートリーを決定し，蓄積していく「うたのほん」を作り，意欲的に学

習に取り組めるようにする。 

・「学習のめあて」は絵図を用いて可視化したり，動作化したり，単元時間分を常時掲載したりするこ

とで，学習の見通しをもてるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①「学習のめあて」の提示方法を工夫する。 

 

② 個別指導を通して，児童の疑問点を解消する。 

＜検証方法＞ 

❶❷ 年２回実施される授業評価アンケートの実施

内容を分析する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・授業評価アンケートでは，どの児童も肯定的な評

価を付けていた。特に個別指導の徹底により，児

童の抵抗感がなくなり，思考力や表現力が大きく

成長した。 

 

＜課題＞ 

・学習への見通しをもち，計画的に取り組むこと。 

 

 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・楽しみながら学習に取り組むことで，学習内容の

確実な定着を図る。 

・単元ごとに，学習に対して見通しをもって取り組

むことができるようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 学習への見通しをもち，自ら計画したり工夫したりすることができる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・工作や創作に意欲はあるが，自分の作りたいものを作ってしまい，ねらいから外れてしまうことがあ

る。 

・個人差が大きく，不器用な児童がいるため，丁寧さに欠けたり，時間内に作品作りが終わらなかった

りすることがある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・本時のねらいを明確にしてから，作業に取り組ませている。 

・基本的な動きを一緒にしたり，お手本となる作品を一緒に作ったりすることで，技術力を高めてい

る。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①本時のねらいに沿って活動できたか自分で振り返

る時間を作る。  

②自由な表現への自信を高められるような活動や評

価の工夫をする。  

 

＜検証方法＞ 

❶ワークシートまたはタブレットでの振り返りの記

述をする。 

❷作品を写真に撮り，よい点などのコメントを書き

込んで残していく。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・自分の作品の上手くいったところ，友達のよかっ

たところなどの意見を言えるようになった。 

・自分と友達の作品を比べ，よりよいものにしよう

と工夫するようになった。 

 

＜課題＞ 

・自分のアイデアが思い付かないときに，安易に友

達のアイデアをまねしてしまったり，他人頼りに

なってしまったりすることがある。まずは，じっく

り一人で頑張る時間をしっかりとりたい。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・友達の意見を参考にすることはよいが，自分の考

えや思いが作品作りに生かされるようにする。 

・空き箱や廃材を使った作品作りや造形活動が多い

ので，早い時期から材料集めをし，家庭へも通知し

協力を仰ぐ。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分の表現したい思いをもち，じっくりと創作できる児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・ゲーム遊びなどで，複数のチームやグループを作ることが難しく，多様な活動や作戦，考えが出にく

い。 

・体力の個人差が大きい。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・２年生と合同の体育として，できるだけ人数を増やしている。  

・グループでの運動の機会をゲーム遊びだけでなく，器械運動系の遊びや，体づくり系の遊びでも取り

入れ，チームでの取組や，協働学習の機会をできるだけ増やしている。  

・全員ができたことを実感できるようにスモールステップで指導している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①様々な単元，種目でチーム学習や協働学習を取

り入れ，多様な考え方，取り組み方に触れられ

るようにしている。  

②少しずつ活動量を増やしていき，体力向上を目

指す。 

 

＜検証方法＞ 

❶２学期の運動遊びを考えるときに，自分の意見

を言ったり，友達と話し合ったりして決めるこ

とができたか。 

❷鉄棒カードやなわとびカードなどのがんばりカ

ードの進捗状況を確認する。 

（来年度の体力テストの結果も参考にする。） 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・学んだ基本的な動きを取り入れ，意見交換しなが

ら自分たちで考えた遊びやコース作りができた。 

・がんばりカードを使うことで，様々な技にチャレ

ンジするようになった。練習量も増え，体力づくり

にもなった。 

 

＜課題＞ 

・人数が少ないため，グループでの対戦など難しい

種目もある。チームも偏ることがあるため，工夫が

必要。 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・苦手な運動では，十分に動きや技を習得していな

いものもある。もう一度初期段階に戻り，基本的な

動きや技の習得に時間をかける必要もある。 

・個々により，得意不得意があるため，ペア学年の実

態に応じたチーム分けやペアの組み方などを工夫

する。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 意欲的に運動に取り組み，下学年の手本を見せられる児童 

 


